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今 

日
の
災
害
や
事
故
は
、
複
雑
多
種
多
様

の
傾
向
を
強
め
て
い
ま
す
。
台
風
や
集

中
豪
雨
、
地
震
な
ど
大
き
な
災
害
が
相

次
い
で
発
生
す
る
な
か
、
市
民
の
安
心
安
全
を
守
る

た
め
計
画
的
な
防
災
体
制
作
り
に
基
づ
い
た
防
災
力

の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
防
面
で
は
、
生
活
環
境
の
変
化
や
住
民

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
に
適
切
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
、
消
防
の
広
域
化
や

消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
消
防
指
令
業
務
の

共
同
化
な
ど
に
取
り
組
み
な
が
ら
消
防
体
制
の
充
実

強
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
整
備

に
よ
っ
て
、
消
防
力
の
強
化
や
共
同
管
理
に
よ
る
経

費
削
減
を
見
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
で
は
こ
の
消
防
体
制
の
充
実
強
化
の
一

環
と
し
て
消
防
団
部
を
再
編
し
、
適
正

な
消
防
団
配
置
と
車
両
・
詰
所
な
ど
の

消
防
施
設
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
少

し
で
も
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
初
動
体
制
の
一
層

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
消
防
団
員
は
他
に
職
業
を
も

ち
な
が
ら
、
災
害
発
生
時
に
は
、
市
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
に
献
身
的
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

平成 24年度 ▼消防団組織

災
害
を
最
小
限
に
防
ぐ
た
め
に
消
防
団
も
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
消
防
団
の
活
動
に
対
し
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成21年 2月

▼ �消防団施設の更新や団員確保による
消防力の維持強化を財政面から効果
的かつ効率的に考慮し、消防団再編
計画（案）を提出

平成21年 4月

▼ �消防団の再編を行い、現有車両を56
台から27台に見直す

平成22年1月

▼ �詰所の整備などを考慮し、10分団 21
部に見直す

平成22年 4月

▼ �第 2 分団の上志筑・大峰・横堀・五
反田の部を統合

平成22年 5月

▼ �区長会総会で消防団組織を10 分団
21部制とし、平成 21年度から 23年
度にかけて、平成 23年度中に部の統
合が完了することを説明

平成22年 7月

▼ �10 分団 21部制の組織作りを行う（車
両は更新せず、配置換えにより対応）

平成23年 4月

▼ �第 2 分団の統合に伴い、新規詰所の
整備を予算化

平成23年 5月

▼ �区長会総会で市消防団再編計画につ
いて説明

市消防再編計画の
経緯

☞団員確保の負担軽減
☞災害発生時における初動体制の強化
☞統一指導下での効率的な部隊運用
☞消防資機材の計画的な整備

第1分団　団員数63
1部 中佐谷、下佐谷
2部 山本、上佐谷、雪入

第2分団　団員数73
1部 大峰、横堀、五反田、上志筑
2部 中志筑、下志筑、高倉、粟田

第3分団　団員数85
1部 西野寺、東野寺、市川

2部 下上田、上土田、中郷谷、新治、市村、
根当

第4分団　団員数89
1部 角来、逆西
2部 下原、下稲吉
3部 清水、上稲吉、馬立

第5分団　団員数58

1部
西成井上宿、横町、下宿、馬場、馬場山、
小原、新宿、天王町、堂山、上軽部、荻
平本郷、荻平、三ツ谷風返

2部
飯岡、天神、天神第1、希望ヶ丘、東宝ランド、
神立住宅、巾木免、鹿野山1.2.3、新生、
金川、南野、巽台、大和、神立開拓

第6分団　団員数47

1部 北ノ坊、平、高津賀、風返、田子内、中道、
小津、宮下

2部 柏崎先浜、上宿、下宿、横町、芝久保、
小常、田端、新屋敷、下高野、下軽部

第7分団　団員数49

1部 山田、石田、後路、根本前原、北前原、
横須賀、沖ノ内、田伏中台、上根

2部 坂東、上東、二ノ宮、西方、折越、大平、
大寿、志戸崎西・中・東、坂有河

第8分団　団員数43

1部 房中、牛渡上郷、千鳥ケ丘、緑ケ丘、八田、
兵庫峰

2部 根山、浜、有河、柳梅、牛渡下郷、外葉、
宮馬場、松崎

第9分団　団員数53

1部
深谷1.2.3、深谷団地、深谷上郷、下原、
幕田、深谷下郷、八千代台、堤、毘沙門
堂、南根本、三ツ木

2部 大和田1～4、大成、四ケ村、中台、男神、
牧ノ内、牧ノ内第2、西原

第10分団　団員数45

1部 赤塚東、赤塚西、田宿、崎浜、平川、川尻、
松本、御殿

2部 戸崎、大前、内加茂、戸崎原、加茂団地

車両台数 21台。火災時は２つの分団が出動。

再編統合で期待できるメリット

小
中
学
校
の
統
合
に
関
す
る

答
申
が
だ
さ
れ
ま
し
た

地域のチカラに

消防団再編統合
４ 月1日から市消防団は、組織力の強化と安全・

安心の向上、効果・効率的な組織の確立のた
め、10分団 21部体制に再編します。

問消防本部☎ 0299-59-0119

より良い教育・生活環境の実現

学校の適正規模
「かすみがうら市立小中学校適正規模化が必要とされ
る学校の具体的な適正規模化の方法等」について、か
すみがうら市学区審議会で、慎重に審議を行いました。

問学校教育課☎内線 2409

第1回 ▼平成 20年 11月
〔諮問〕適正規模のあり方について
〔答申〕�小学校の学級数は、1学年 2学級以上

が望ましい。中学校の学級数は、1学
年 3学級以上が望ましい

第2回 ▼平成21年 6月
〔諮問〕�適正規模化を要する学校について
〔答申〕�適正規模化を要する学校は、下稲吉

小学校、下稲吉東小学校、下稲吉中
学校を除く、11小学校と3中学校

統合に関する審
議の

これまでの経過

団員数 ▼ 1月1日現在

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
数
に
つ
い
て
は
、

全
国
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
茨
城
県

内
の
児
童
数
推
移
を
見
て
も
、
昭
和
58

年
か
ら
39
年
連
続
し
て
減
少
を
続
け
て
い
ま
す
。
当

市
に
お
い
て
も
、
こ
の
例
に
漏
れ
ず
、
昭
和
62
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
背

景
を
踏
ま
え
、
茨
城
県
内
に
お
い
て
も
児
童
生
徒
の

よ
り
良
い
生
活
環
境
・
学
習
環
境
の
実
現
の
た
め
、

適
正
な
規
模
の
児
童
生
徒
数
を
確
保
す
べ
く
複
数
の

自
治
体
で
小
中
学
校
の
統
合
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

当 

市
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
２
回

の
統
合
に
か
か
る
審
議
を
経
て
、
今
回

の
諮
問
を
行
い
、
答
申
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
平
成
24
年
１
月
20
日
付
け
の
答
申
書
を
基
に

実
施
計
画（
案
）を
作
成
し
、
各
地
域
へ
の
説
明
を
実

施
し
た
う
え
で
、
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
、
計
画
を

決
定
し
ま
す
。
各
地
域
へ
の
説
明
会
は
、
平
成
24
年

度
中
に
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
実
施
方
法

や
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
お
知
ら
せ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

1
統
合
学
校
の
組
み
合
わ
せ

　

次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

□
南
中
学
校
・
北
中
学
校

□�

下
大
津
小
学
校
・
美
並
小
学
校
・
牛
渡
小
学
校
・

宍
倉
小
学
校

□
佐
賀
小
学
校
・
安
飾
小
学
校
・
志
士
庫
小
学
校

□�

志
筑
小
学
校
・
新
治
小
学
校
・
七
会
小
学
校
・
上

佐
谷
小
学
校

2
統
合
学
校
の
候
補
地
お
よ
び
選
定
理
由

　
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
た
だ
し
、

決
定
に
際
し
て
は
、
保
護
者
や
地
域
住
民
へ
の
十
分

な
説
明
を
行
い
、
合
意
形
成
に
努
め
る
こ
と

□�

南
中
学
校【
選
定
理
由
】既
存
校
舎
は
新
耐
震
基
準

に
基
づ
き
建
設
さ
れ
た
校
舎
で
あ
り
、
十
分
な
教

室
数
を
備
え
て
お
り
、
統
合
校
と
し
て
利
用
が
可

能
□�

美
並
小
学
校【
選
定
理
由
】そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
は
、

必
要
教
室
数
を
備
え
て
お
ら
ず
、
い
ず
れ
も
耐
震

化
お
よ
び
増
改
築
な
ど
を
要
す
る
が
、
既
存
の
教

室
数
が
最
も
多
い
美
並
小
学
校
を
利
用
す
る
こ
と

が
有
効

□�

北
中
学
校【
選
定
理
由
】そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
は
、

必
要
教
室
数
を
備
え
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
全
部
も

し
く
は
一
部
が
新
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
先
述
し
た
中
学
校
の
統
合
に
よ
り
北
中

学
校
が
活
用
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

各
施
設
の
容
量
が
大
き
い
北
中
学
校
を
利
用
す
る

こ
と
が
有
効

□�

志
筑
小
学
校【
選
定
理
由
】統
合
後
の
学
区
は
南
北

に
長
く
な
る
こ
と
か
ら
、
お
お
む
ね
そ
の
中
心
と

な
る
場
所
に
、
新
た
な
小
学
校
を
置
く
こ
と
が
最

も
望
ま
し
い
が
、
志
筑
小
学
校
は
平
成
23
年
９
月

に
新
基
準
耐
震
に
基
づ
い
て
開
校
し
た
校
舎
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
次
善
の
策
と
し
て
、
新
た
な
小
学

校
の
候
補
地
は
現
在
の
志
筑
小
学
校
と
す
る
こ
と

が
有
効

3
附
帯
条
件

　
小
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
学
習
環
境
や
生

活
環
境
な
ど
に
変
化
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
児
童
数

お
よ
び
保
護
者
へ
の
十
分
な
対
応
が
必
要
に
な
る
と

考
え
る
。
ま
た
、
学
校
は
各
施
設
の
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
な
ど
へ

の
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

□�

教
育
環
境
に
関
す
る
こ
と
☞
一
人
ひ
と
り
の
児
童

生
徒
に
目
が
行
き
届
く
よ
う
に
す
る
こ
と
。
な
ど

□�

通
学
に
関
す
る
こ
と
☞
児
童
生
徒
の
登
下
校
に
関

し
て
は
、
通
学
路
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
の
環
境
整

１
月
20
日
付
答
申
書

備
を
行
い
、
十
分
に
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
。
な
ど

□�

保
護
者
お
よ
び
地
域
に
関
す
る
こ
と
☞
統
合
に
先

立
ち
、
交
流
会
な
ど
の
触
れ
合
う
機
会
を
設
け
、

児
童
生
徒
や
保
護
者
の
不
安
感
を
取
り
除
く
よ
う

に
す
る
こ
と
。
な
ど

□�

そ
の
他
の
統
合
に
関
す
る
こ
と
☞
統
合
後
の
学
校

は
新
設
校
と
し
、
校
名
・
校
章
・
校
歌
な
ど
の
決

定
は
、
公
募
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。
な
ど

4
答
申
に
あ
た
っ
て

　
本
審
議
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め
に

私
た
ち
の
で
き
る
こ
と
を
保
護
者
や
学
識
経
験
者
、

ま
た
一
市
民
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
慎
重
に

審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
市
の
児
童
生
徒
数
の
推
移
を
み
る
と
、
統
合
の

検
討
を
要
し
な
い
学
校
と
し
た
下
稲
吉
小
学
校
、
下

稲
吉
東
小
学
校
、
下
稲
吉
中
学
校
を
除
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
の
小
中
学
校
に
お
い
て
児
童
生
徒
数
が
減
少

を
続
け
て
お
り
、
市
内
各
学
校
の
児
童
生
徒
数
の
バ

ラ
ン
ス
が
保
て
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
小
規
模
校
に
は
小
規
模
校

な
り
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
が
あ
る
こ
と
も
検
討
し
た
上

で
、
多
様
な
考
え
を
持
っ
た
児
童
生
徒
と
ふ
れ
あ
い
、

集
団
を
通
し
て
切
磋
琢
磨
す
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
、

ま
た
、
学
習
や
行
事
、
部
活
動
な
ど
の
面
に
お
い
て
、

よ
り
良
い
学
習
環
境
・
生
活
環
境
と
し
て
一
定
の
学

校
規
模
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
ま
し
た
。

　

統
合
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
一
定
規
模
の

学
級
数
を
継
続
的
に
確
保
で
き
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
現
在
の
中
学
校
区
、
地
理
的
状
況
お
よ
び

地
域
の
実
情
な
ど
を
考
慮
し
ま
し
た
。
附
帯
条
件
に

つ
い
て
は
、
大
き
な
環
境
の
変
化
を
伴
う
こ
と
か
ら
、

児
童
生
徒
が
新
し
い
環
境
へ
円
滑
に
移
行
し
、
か
つ
、

安
全
な
登
下
校
の
確
保
な
ど
を
諸
条
件
と
し
ま
し
た
。

今
後
、
統
合
の
計
画
を
立
案
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

要
望
な
ど
を
十
分
に
検
討
し
た
う
え
で
、
保
護
者
や

地
域
住
民
な
ど
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
さ

れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

答申書の全文は市教育委員会ホームページでもご覧いただけます

市
民
の
安
全
安
心
を
守
る
た
め

防
災
力
の
強
化


